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(57)【要約】
【課題】比較的低コストでありながらも水栓装置の制御
ユニットが浸水するのを抑止できる技術を提供する。
【解決手段】水栓装置は、吐水ヘッドと、吐水ヘッドへ
の給水路を開閉する電気駆動弁を制御する制御ユニット
と、制御ユニットを収容する収容部５０と、を備える。
収容部５０には、当該収容部５０の内外を連通する貫通
孔５１ａが設けられている。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吐水ヘッドと、
　前記吐水ヘッドへの給水路を開閉する電気駆動弁を制御する制御ユニットと、
　前記制御ユニットを収容する収容部と、を備え、
　前記収容部には、当該収容部の内外を連通する通路が設けられていることを特徴とする
水栓装置。
【請求項２】
　前記通路は、貫通孔であることを特徴とする請求項１に記載の水栓装置。
【請求項３】
　前記制御ユニットは、前記電気駆動弁を制御する回路が実装された基板を収容する容器
を含み、
　前記通路は、前記容器の上縁より下方に設けられる部分を含むことを特徴とする請求項
１または２に記載の水栓装置。
【請求項４】
　前記通路は、前記制御ユニットより下方に設けられる部分を含むことを特徴とする請求
項１または２に記載の水栓装置。
【請求項５】
　前記通路は、前記収容部の底部に設けられる部分を含むことを特徴とする請求項１また
は２に記載の水栓装置。
【請求項６】
　前記底部の上面は、前記通路に近づくほど下がっていることを特徴とする請求項５に記
載の水栓装置。
【請求項７】
　前記底部には、前記通路に通じる水路が設けられていることを特徴とする請求項５また
は６に記載の水栓装置。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれかに記載の水栓装置と、
　前記水栓装置の吐水ヘッドから吐水される水を受けるための洗面ボウルと、
　前記洗面ボウルから上方に立設されるバックガードと、を備え、
　前記水栓装置の前記収容部の前記通路は、前記洗面ボウルの後方において、平面視で前
記バックガードの前面と重なるよう設けられることを特徴とする洗面化粧台。
【請求項９】
　請求項１から７のいずれかに記載の水栓装置と、
　前記水栓装置の吐水ヘッドから吐水される水を受けるための洗面ボウルと、を備え、
　前記水栓装置の前記収容部の前記通路は、前記洗面ボウルの鉛直上方に設けられること
を特徴とする洗面化粧台。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水栓装置および洗面化粧台に関する。
【背景技術】
【０００２】
　水栓装置と、水栓装置から吐水された水を受ける洗面ボウルを有する洗面台と、洗面台
の上方に設けられたミラーキャビネットと、洗面台の下方に設けられたベースキャビネッ
トと、を備える洗面化粧台が知られている。水栓装置には、吐水ヘッドと、吐水ヘッドへ
の給水路を開閉する電気駆動弁と、電気駆動弁を制御する制御ユニットと、制御ユニット
を収容する収容部と、を備えるものがある（例えば特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１７４４５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　水栓装置の制御ユニットは、浸水すると故障しうる。制御ユニットが浸水するのを抑止
するため、収容部に水が入らないようその本体部とカバー部との隙間をシール部材で塞ぐ
ことがある。しかしながら、シール部材の存在は、水栓装置の低コスト化を進める上で足
かせとなる。
【０００５】
　本発明は、このような課題に鑑みてなされ、その目的は、比較的低コストでありながら
も水栓装置の制御ユニットが浸水するのを抑止できる技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明のある態様の水栓装置は、吐水ヘッドと、吐水ヘッ
ドへの給水路を開閉する電気駆動弁を制御する制御ユニットと、制御ユニットを収容する
収容部と、を備える。収容部には、当該収容部の内外を連通する通路が設けられている。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、比較的低コストでありながらも水栓装置の制御ユニットが浸水するの
を抑止できる技術を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態に係る洗面化粧台の斜視図である。
【図２】図１の水栓装置を概略的に示す構成図である。
【図３】図１の水栓装置の透視斜視図である。
【図４】図１の水栓装置のベースとその周辺を示す斜視図である。
【図５】図１の水栓装置のベースとその周辺を示す斜視図である。
【図６】図１の水栓装置のベースを示す斜視図である。
【図７】図１の水栓装置のベースとその周辺を示す上面図である。
【図８】図１の水栓装置のベースを示す上面図である。
【図９】図１の水栓装置のホースガイドとその周辺を示す斜視図である。
【図１０】図１の水栓装置の透視斜視図である。
【図１１】ベースおよび洗面台を示す上面図である。
【図１２】収容部と制御ユニットとを示す断面図である。
【図１３】制御ユニットカバーとその周辺を示す上面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、各図面に示される同一または同等の構成要素、部材には、同一の符号を付するも
のとし、適宜重複した説明は省略する。また、各図面における部材の寸法は、理解を容易
にするために適宜拡大、縮小して示される。また、各図面において実施の形態を説明する
上で重要ではない部材の一部は省略して表示する。
【００１０】
　図１は、実施の形態に係る洗面化粧台１００を示す斜視図である。洗面化粧台１００は
、洗面台１０１と、水栓装置１０と、ミラーキャビネット１０４と、ベースキャビネット
１０５と、を備える。
【００１１】
　ベースキャビネット１０５は、床面に設置される。ベースキャビネット１０５は、本実
施の形態では２つの引出を有しており、洗面用具、化粧品、その他の物品を収容できる。
【００１２】
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　洗面台１０１は、ベースキャビネット１０５に載置される。洗面台１０１は、洗面ボウ
ル１０２と、カウンター１０３と、バックガード１０６と、排水栓１０７と、を含む。洗
面ボウル１０２は、水栓装置１０から吐水される水を受ける。洗面ボウル１０２には、排
水口１０２ａが設けられている。排水栓１０７は、排水口１０２ａに取り付けられ、排水
口１０２ａを開閉する。カウンター１０３は、本実施の形態では、洗面ボウル１０２の両
サイドに設けられる。カウンター１０３には、洗面用具、化粧品、タオル、その他の物品
を載置できる。バックガード１０６は、洗面ボウル１０２の後方側において洗面ボウル１
０２から上方に立設される。本実施の形態では、洗面ボウル１０２、カウンター１０３お
よびバックガード１０６は、一体に形成される。
【００１３】
　ミラーキャビネット１０４は、洗面台１０１の上方に設けられ、例えば壁面に固定され
る。ミラーキャビネット１０４は、収納棚１０９と、３つの収納扉１１１と、を含む。収
納棚１０９には、棚板（不図示）が設けられており、洗面用具、化粧品、その他の物品を
収納できる。３つの収納扉１１１は、収納棚１０９を開閉可能に覆う扉であり、その前面
側に鏡が取り付けられている。
【００１４】
　水栓装置１０は、ミラーキャビネット１０４と洗面ボウル１０２およびカウンター１０
３との間に設けられる。水栓装置１０は、ユーザの操作または動作に応じて吐水する。
【００１５】
　図２は、図１の水栓装置１０を概略的に示す構成図である。水栓装置１０は、弁ユニッ
ト１０８と、吐水ヘッド１２と、ヘッドホルダー２０と、給水管１１０と、電気駆動弁１
２０と、レバー１１２と、センサ１４と、表示部１６と、制御ユニット１１４と、を備え
る。
【００１６】
　吐水ヘッド１２は、ヘッドホルダー２０に着脱可能（引き出し可能）に保持される。吐
水ヘッド１２は、給水管１１０を通じて流入した水を吐水口１２ａから、吐水させる。
【００１７】
　表示部１６は、ヘッドホルダー２０に取り付けられる。表示部１６は、制御ユニット１
１４からの信号に基づいて、水栓装置１０の動作状態を表示する。表示部１６は、本実施
の形態では、水栓装置１０の吐水状態や温度を表示する。具体的には、表示部１６は、表
示する色の違いにより温度を表示したり、光り方（点灯、点滅等）の違いにより吐水状態
を表示する。
【００１８】
　センサ１４は、ヘッドホルダー２０に取り付けられる。センサ１４は、吐水ヘッド１２
の近くに差し出された使用者の手を非接触で検知する。センサ１４は、手を検知している
間、制御ユニット１１４に信号を送る。
【００１９】
　温水管１１６は、一端は給湯器（不図示）に接続され、他端は弁ユニット１０８に接続
され、給湯器で温められた水（湯水）を弁ユニット１０８に供給する。冷水管１１８は、
一端は上水道（不図示）に接続され、他端は弁ユニット１０８に接続され、水（冷水）を
弁ユニット１０８に供給する。
【００２０】
　弁ユニット１０８は、温水管１１６から供給される温水と、冷水管１１８から供給され
る冷水とをレバー１１２によって設定された比率で混合する。すなわち、弁ユニット１０
８は、湯水混合弁として機能する。
【００２１】
　制御ユニット１１４は、基板１３０と、制御回路１３２と、電源回路１３４と、を含む
。制御回路１３２および電源回路１３４は、基板１３０上に実装される。制御回路１３２
は、電気駆動弁１２０の動作を制御する。制御回路１３２は、センサ１４から信号を受け
取ると、電気駆動弁１２０に開弁指示を送り、電気駆動弁１２０に開弁動作を開始させる
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。また、制御ユニット１１４は、センサ１４から信号を受け取らなくなると、電気駆動弁
１２０に閉弁指示を送り、電気駆動弁１２０に閉弁動作を開始させる。また、制御回路１
３２は、表示部１６の表示を制御する。制御回路１３２は、本実施の形態では、水栓装置
１０の動作状態に応じた色や光り方で表示部１６を点灯表示させる。電源回路１３４は、
商用電源からの交流電力を直流電力に変換し、電気駆動弁１２０に供給する。なお、制御
ユニット１１４は、蓄電池やバックアップ電池（例えば乾電池）、給水管１１０を流れる
水の流れによって発電する発電機などを含んでいてもよい。この場合、蓄電池、バックア
ップ電池、または発電機から電気駆動弁１２０に電力が供給されてもよい。
【００２２】
　給水管１１０は、吐水ヘッド１２への給水路を構成する。給水管１１０は、手動吐水用
給水管１１０ａと、自動吐水用給水管１１０ｂと、共通給水管である給水ホース１１０ｃ
と、を含む。手動吐水用給水管１１０ａは、一端が弁ユニット１０８に接続され、他端が
給水ホース１１０ｃに接続される。レバー１１２が操作されると、弁ユニット１０８は手
動吐水用給水管１１０ａの流路を開閉する。自動吐水用給水管１１０ｂは、一端が弁ユニ
ット１０８に接続され、他端が給水ホース１１０ｃに接続される。弁ユニット１０８は、
自動吐水用給水管１１０ｂを常に開く。
【００２３】
　電気駆動弁１２０は、例えば電磁弁や電動弁であり、自動吐水用給水管１１０ｂに設け
られる。電気駆動弁１２０は、制御ユニット１１４に制御されて、自動吐水用給水管１１
０ｂの流路を開閉する。電気駆動弁１２０によって自動吐水用給水管１１０ｂの流路が開
くと、弁ユニット１０８で混合された水が自動吐水用給水管１１０ｂを流れ、給水ホース
１１０ｃを通じて吐水ヘッド１２に流入し、吐水ヘッド１２から吐水される。
【００２４】
　レバー１１２は、レバー式の操作部であり、吐水ヘッド１２から吐水される水の温度を
調節するときに操作される。またレバー１１２は、手動操作で吐水させるときに、その流
量を調節するために操作される。レバー１１２を左右に回動させると、弁ユニット１０８
において混合される冷水と湯水の比率が変化し、弁ユニット１０８から自動吐水用給水管
１１０ｂおよび手動吐水用給水管１１０ａのそれぞれに供給される水の温度、すなわち吐
水ヘッド１２から吐水される水の温度が調節される。
【００２５】
　レバー１１２を前後に傾動させると、上述のように手動吐水用給水管１１０ａの流路が
開閉する。レバー１１２を傾動させることによって手動吐水用給水管１１０ａが開くと、
弁ユニット１０８で混合された水が手動吐水用給水管１１０ａを流れ、給水ホース１１０
ｃを通じて吐水ヘッド１２に流入し、吐水ヘッド１２から吐水される。レバー１１２の傾
動量により、給水ホース１１０ｃを介して吐水ヘッド１２から吐水される水の流量（止水
状態も含む）が調節される。
【００２６】
　図３～１０は、水栓装置１０を示す図である。図３は、水栓装置１０の透視斜視図であ
る。図４、５は、ベース１２２とその周辺を示す斜視図である。図５は、制御ユニット１
１４と制御ユニットカバー３６とが分解された状態を示す。図６は、ベース１２２を示す
斜視図である。図７は、ベース１２２とその周辺を示す上面図である。図７では、制御ユ
ニットカバー３６を取り外した状態を示す。また図７では、排水栓操作部５６およびワイ
ヤー５８の表示を省略している。図８は、ベース１２２を示す上面図である。図９は、ホ
ースガイド３２とその周辺を示す斜視図である。図１０は、水栓装置１０を左側下方から
見た透視斜視図である。
【００２７】
　水栓装置１０は、ベース１２２と、ホースガイド３２と、制御ユニットカバー３６と、
排水栓操作部５６と、外装カバー６０と、をさらに含む。
【００２８】
　ベース１２２は、底板部１２５と、右側壁部１２６と、左側壁部１２７と、後壁部１２
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８と、を含む。底板部１２５は、平面視（すなわち上方から見た場合）で略矩形であり、
その長手方向は左右方向と略平行となる。
【００２９】
　右側壁部１２６と左側壁部１２７は同じ高さに形成される。右側壁部１２６はその上端
に、左側壁部１２７とは反対側に突出する取付部１２６ａを有する。取付部１２６ａには
、上下に貫通する挿通孔１２６ｂが形成されている。同様に、左側壁部１２７はその上端
に、右側壁部１２６とは反対側に突出する取付部１２７ａを有する。取付部１２７ａには
、上下に貫通する挿通孔１２７ｂが形成されている。取付部１２６ａの挿通孔１２６ｂと
取付部１２７ａの挿通孔１２７ｂとにネジを挿入してミラーキャビネット１０４の底部に
設けられたネジ穴（不図示）に螺入することにより、ベース１２２がミラーキャビネット
１０４に取り付けられる。ベース１２２は特に、洗面ボウル１０２より上方に、洗面ボウ
ル１０２から離間して設けられる。
【００３０】
　後壁部１２８には、２つの挿通孔が形成されている。これらの挿通孔にネジ４０，４２
を挿入してバックガード１０６に設けられたネジ穴（不図示）に螺入することにより、ベ
ース１２２はバックガード１０６にも固定される。
【００３１】
　ヘッドホルダー２０は、ベース１２２の底板部１２５に取り付けられる。ヘッドホルダ
ー２０と対向するベース１２２の底板部１２５の部分にはベース孔１２５ａが形成され、
ヘッドホルダー２０には対応するホルダー孔（不図示）が形成されている。
【００３２】
　給水ホース１１０ｃは、可撓性をもつ素材により構成される。給水ホース１１０ｃは、
ベース孔１２５ａおよびホルダー孔を挿通して吐水ヘッド１２に接続される。
【００３３】
　ホースガイド３２は、筒状の本体部３２ａと、本体部３２ａの外周から外側に突出する
板状の取付部３２ｂ，３２ｃと、含む。本体部３２ａには、給水ホース１１０ｃが挿通さ
れる。本体部３２ａは、給水ホース１１０ｃを強制的に湾曲させ、その一端を吐水ヘッド
１２にその他端を電気駆動弁１２０に向けて案内する。取付部３２ｂ，３２ｃの各挿通孔
にネジ４４，４６を通してベース１２２のネジ穴に螺合することにより、ホースガイド３
２はベース１２２に固定される。なお、後述のように、取付部３２ｂは、制御ユニットカ
バー３６の取付部３６ｂ（後述）と供締めされる。
【００３４】
　ベース１２２は、底板部１２５の上面に立設された立壁部１２９を有する。立壁部１２
９は、平面視で略Ｌ字状に屈曲しており、右側壁部１２６と後壁部１２８とに結合されて
いる。この立壁部１２９と、右側壁部１２６と、後壁部１２８と、底板部１２５とによっ
て上面が開いた箱状の収容部５０が構成される。より具体的には、底板部１２５の一部が
収容部５０の底部５１を構成し、立壁部１２９、右側壁部１２６、および後壁部１２８の
一部が収容部５０の周壁５２を構成する。収容部５０には、制御ユニット１１４が収容さ
れる。
【００３５】
　収容部５０の底部５１には、収容部５０の内外を連通する通路として、底部５１を上下
に貫通する細長い４つの貫通孔５１ａが設けられている。４つの貫通孔５１ａは特に、底
部５１の後端側に設けられる。また、４つの貫通孔５１ａは、それらの長手方向が左右方
向と略平行となるよう設けられる。
【００３６】
　図１１は、ベース１２２および洗面台１０１を示す上面図である。バックガード１０６
の前面１０６ａは、下側ほど前方に位置するようわずかに傾斜している。貫通孔５１ａは
、平面視で、バックガード１０６の前面１０６ａと重なるように設けられる。貫通孔５１
ａは特に、洗面ボウル１０２の後方側に設けられる。
【００３７】
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　図１２は、収容部５０と収容部５０に収容される制御ユニット１１４とを前後に横切る
垂直断面図である。底部５１は、後方側ほどその上面５１ｂが下がるよう形成されている
。すなわち、底部５１は、４つの貫通孔５１ａに近づくほどその上面５１ｂが下がるよう
形成されている。本実施の形態では、平板状の底部５１が傾斜していることにより、４つ
の貫通孔５１ａに近づくほど底部５１の上面５１ｂが下がっている。底部５１の上面５１
ｂには、上側に突出する複数の突出部５１ｃが設けられる。制御ユニット１１４は、これ
ら複数の突出部５１ｃに載置される。
【００３８】
　後壁部１２８によって形成される周壁５２の部分には、前側に突出する複数のリブ５２
ａが設けられている。リブ５２ａは特に、貫通孔５１ａの後端５１ｄよりも前側に突出す
るよう設けられる。これにより、貫通孔５１ａが制御ユニット１１４によって塞がれるの
を防止できる。
【００３９】
　制御ユニットカバー３６の前面３６ｅ（特に、少なくとも前面３６ｅの下端）は、支持
容器１３６の外側に位置する。詳しくは、前面３６ｅの下端は、支持容器１３６と立壁部
１２９との間に進入している。これにより、制御ユニットカバー３６の上から垂れてきた
水は、支持容器１３６の外側を通り排水される。つまり、基板１３０に水が掛かるのが抑
止される。
【００４０】
　図３～１０に戻り、複数の突出部５１ｃはそれぞれ、その長手方向が左右方向と略平行
となるよう延在する。複数の突出部５１ｃは特に、平面視でマトリクス状に配置されてい
る。これにより、左右方向で隣り合う突出部５１ｃの間や収容部５０の周壁５２と突出部
５１ｃとの間であって、制御ユニット１１４より下方には、貫通孔５１ａに向かって前後
方向に延びる水路６４が形成される。
【００４１】
　制御ユニット１１４は、支持容器１３６をさらに含む。支持容器１３６は、上面が開い
た背の低い箱状の容器である。支持容器１３６には、制御回路と電源回路とが実装された
基板１３０（図３～１０では不図示）が収容されている。基板１３０は、支持容器１３６
に流し込まれた固化したモールド樹脂１４０に覆われている。図３～１０では、制御回路
と表示部１６とを有線接続するためのコネクタや、制御回路とセンサ１４とを有線接続す
るためのコネクタや、電源回路と商用電源とを接続するための電源コード１３１や、制御
回路または電源回路の素子の一部だけがモールド樹脂１４０から突出しており、視認でき
る。
【００４２】
　支持容器１３６と収容部５０とは、決められた向きでのみ支持容器１３６が収容部５０
に収容されるよう形成される。具体的には、支持容器１３６と収容部５０とは、平面視に
おいて、支持容器１３６と、収容部５０の収容スペースとが略相似形で、かつ、平面視に
おいて、支持容器１３６と、収容部５０の収容スペースとの隙間が比較的狭く、かつ、平
面視において、支持容器１３６と、収容部５０の収容スペースとが左右非対称となるよう
形成される。
【００４３】
　また、収容部５０は不図示の係止部を有する。支持容器１３６の側面と収容部５０の係
止部とが係止することにより、支持容器１３６が意図せず収容部５０から抜けてしまうの
を抑止できる。
【００４４】
　制御ユニットカバー３６は、収容部５０の開口を覆うよう収容部５０に固定される。制
御ユニットカバー３６は、その弾性係合片３６ａが立壁部１２９の係合孔１２９ａに係合
（スナップフィット）することにより収容部５０に仮止めされる。また、制御ユニットカ
バー３６は、上下に貫通する挿通孔が形成された取付部３６ｂを有する。この取付部３６
ｂの挿通孔とホースガイド３２の取付部３２ｂの挿通孔とにネジ４４を挿入してベース１
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２２に設けられたネジ穴（不図示）に螺入することにより、制御ユニットカバー３６がベ
ース１２２に取り付けられる。つまり、ホースガイド３２の取付部３２ｂと、制御ユニッ
トカバー３６の取付部３６ｂとは供締めされる。これにより、制御ユニットカバー３６の
取付部３６ｂを固定するためのネジとホースガイド３２の取付部３２ｂを固定するための
ネジとを共通にでき、部品点数を減らすことができる。なお、上述のように制御ユニット
カバー３６はベース１２２に仮止めされているため、ネジ止めしやすい。
【００４５】
　図１３は、制御ユニットカバー３６とその周辺を示す上面図である。制御ユニットカバ
ー３６の上面３６ｃには、下向きに凹んだ凹部３６ｄが形成されている。凹部３６ｄには
、ベース１２２をバックガード１０６に固定するためのネジ４０およびワッシャー６６の
一部が進入する。また、制御ユニットカバー３６の上面３６ｃには、凹部３６ｄから制御
ユニットカバー３６の前面３６ｅに通じる溝６８が形成される。溝６８は、本実施の形態
では、平面視で略Ｌ字状に形成される。溝６８は、その底部が、凹部３６ｄ側の端部６８
ａから前面３６ｅ側の端部６８ｂに向かうにつれて下がるよう（すなわち溝が深くなるよ
う）形成される。したがって、仮に制御ユニットカバー３６に水がかかった場合、凹部３
６ｄに水が溜まることなく、溝６８を通って排水される。
【００４６】
　図３～１３に戻り、電源コード１３１は、ブッシュ５４を有する。ブッシュ５４には、
コードを環囲し、コードに向かって凹んだ環状の凹部５４ａが形成されている。電源コー
ド１３１は、ブッシュ５４の凹部５４ａが立壁部１２９の縁に嵌まり、制御ユニットカバ
ー３６の縁がブッシュ５４を押さえつけるよう凹部５４ａに嵌まることにより、収容部５
０（すなわちベース１２２）に固定される。
【００４７】
　排水栓操作部５６は、棒状の部材であり、ベース１２２に取り付けられる。排水栓操作
部５６は特に、一端が底板部１２５より下側に突出し、他端が底板部１２５より上側に突
出するよう底板部１２５に取り付けられる。ワイヤー５８は、バックガード１０６の裏側
を通って、その一端が排水栓操作部５６に取り付けられ、その他端が排水栓１０７（図３
～１０では不図示）に取り付けられる。ユーザが、底板部１２５より下側に突出する排水
栓操作部５６の部分（ひいてはワイヤー５８）を引っ張ることにより、排水栓１０７が操
作されて排水口１０２ａが開閉する。
【００４８】
　ワイヤー５８は、洗面化粧台１００の施工時に施工作業者によって取り付けられる。し
たがって、ホースガイド３２の下を通るようワイヤー５８が取り付けられてしまう場合が
ありうる。この場合、ワイヤー５８が狭い空間で屈曲し、スムーズな移動がしにくくなる
ため、排水口１０２ａを開閉するために排水栓操作部５６を操作するのに必要な力が大き
くなる。すなわち、排水栓操作部５６の操作性が低くなる。
【００４９】
　これに対し本実施の形態では、後壁部１２８は、周囲よりも背の高い背高部１２８ａを
有する。背高部１２８ａは特に、ベース１２２の後ろ側に位置するホースガイド３２の部
分と前後方向で対向するよう設けられる。これにより、ワイヤー５８が取り付けられる排
水栓操作部５６の部分とホースガイド３２の下側の空間とが背高部１２８ａによって遮ら
れる。したがって、ホースガイドの下を通るようワイヤー５８が取り付けられてしまうの
を抑止できる。
【００５０】
　手動吐水用給水管１１０ａと弁ユニット１０８とは、それらとは別部材の係止部材６２
を、それらの接続部分に左右方向から（図１０では左から）差し込むことによって係止さ
れるよう構成される。これにより、ホースガイド３２を避けるように左側下方から斜めに
工具を差し込むことによって係止部材６２を取り外すことができる。すなわち、水栓装置
１０が取り付けられた状態でも手動吐水用給水管１１０ａを比較的容易に取り外すことが
できる。
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【００５１】
　外装カバー６０は、左右に長いカバーであり、ミラーキャビネット１０４の下方に取り
付けられる。これにより、ユーザに視認されないようベース１２２や弁ユニット１０８を
隠すことができる。
【００５２】
　以上説明した本実施の形態に係る水栓装置１０によると、収容部５０の底部５１には貫
通孔５１ａが設けられる。これにより、たとえ収容部５０内に水が浸入しても、制御ユニ
ット１１４が浸水する前に貫通孔５１ａから排水される。つまり、本実施の形態に係る水
栓装置１０では、収容部５０と制御ユニットカバー３６との隙間をシールせず、収容部５
０への水の浸入を許容する代わりに、収容部５０の底部５１に排水のための貫通孔５１ａ
を設けて制御ユニット１１４が浸水するのを抑止する。この場合、収容部５０と制御ユニ
ットカバー３６との隙間をシール部材でシールする場合に比べ、シール部材が不要となる
ため水栓装置１０のコストを低減できる。また、シール部材を取り付ける手間がなくなる
ため、水栓装置１０を施工する際の作業性が向上する。
【００５３】
　また、本実施の形態に係る水栓装置１０によると、収容部５０の底部５１は、貫通孔５
１ａに近づくほどその上面５１ｂが下がるよう形成されている。これにより、収容部５０
内に浸入した水は、貫通孔５１ａに向かって流れ、貫通孔５１ａから排水される。その結
果、制御ユニット１１４が浸水するのをより一層抑止できる。
【００５４】
　また、本実施の形態に係る水栓装置１０によると、収容部５０の底部５１には、上側に
突出する突出部５１ｃが設けられる。制御ユニット１１４は、この突出部５１ｃに載置さ
れる。つまり、制御ユニット１１４は、底部５１の上面５１ｂから僅かに浮いた状態で指
示される。これにより、制御ユニット１１４が浸水するのをより一層抑止できる。また、
制御ユニット１１４が上面５１ｂから浮いているため、制御ユニット１１４の放熱性が向
上する。
【００５５】
　また、本実施の形態に係る水栓装置１０によると、左右方向で隣り合う突出部５１ｃの
間や収容部５０の周壁５２と突出部５１ｃとの間であって、制御ユニット１１４より下方
には、貫通孔５１ａに向かって前後方向に延びる水路６４が形成される。したがって、収
容部５０に浸入した水は、制御ユニット１１４より下方の水路６４を通って貫通孔５１ａ
から排水される。つまり、制御ユニット１１４が浸水するのをより一層抑止できる。
【００５６】
　また、本実施の形態に係る水栓装置１０によると、収容部５０の貫通孔５１ａは、洗面
ボウル１０２の後方において、平面視でバックガード１０６の前面１０６ａと重なるよう
に設けられる。これにより、貫通孔５１ａからの排水は、バックガード１０６の前面１０
６ａに落ち、前面１０６ａを伝って洗面ボウル１０２に流れる。つまり、貫通孔５１ａか
らの排水はカウンター１０３に落ちないため、カウンター１０３が濡れてしまうのを抑止
できる。
【００５７】
　また、本実施の形態に係る水栓装置１０によると、制御ユニットカバー３６には、下向
きに凹んだ凹部３６ｄが形成され、この凹部３６ｄには、ベース１２２をバックガード１
０６に固定するためのネジ４０およびワッシャー６６の一部が進入する。これにより、制
御ユニットカバー３６に凹部３６ｄを設けない場合と比べ、ネジ４０の位置を下げられ、
ネジ４０をミラーキャビネット１０４から遠ざけることができる。その結果、ネジ４０を
螺合する際にミラーキャビネット１０４が邪魔にならず、作業性が向上する。なお、制御
ユニットカバー３６に凹部３６ｄを設けると、制御ユニットカバー３６に水がかかった場
合に凹部３６ｄに水が溜まりうる。これに対し、本実施の形態に係る水栓装置１０では、
制御ユニットカバー３６には凹部３６ｄから前面３６ｅに通じる溝６８が形成される。こ
れにより、凹部３６ｄに水が溜まるのを抑止できる。
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【００５８】
　また、本実施の形態に係る洗面化粧台１００によると、制御ユニット１１４は、ミラー
キャビネット１０４に固定されたベース１２２に保持される。言い換えると、制御ユニッ
ト１１４は、洗面ボウル１０２より上方に洗面ボウル１０２から離間して設けられたベー
ス１２２に保持される。すなわち、制御ユニット１１４は、洗面ボウル１０２の下方では
なく、洗面ボウル１０２の上方に設けられる。したがって、ベースキャビネット１０５の
収納スペースが広くなる。また、ベースキャビネット１０５に物品を収容するとき、ある
いはベースキャビネット１０５から物品を取り出すときに物品等が制御ユニット１１４に
関する配線に引っかかるおそれがなくなる。また、制御ユニット１１４が水栓装置１０か
ら吐水される水で濡れて故障するのを抑止できる。
【００５９】
　以上、実施の形態に係る洗面化粧台について説明した。この実施の形態は例示であり、
その各構成要素の組み合わせにいろいろな変形例が可能なこと、またそうした変形例も本
発明の範囲にあることは当業者に理解されるところである。
【００６０】
（変形例１）
　実施の形態では、収容部５０がベース１２２の一部である場合について説明したが、こ
れに限られず、収容部５０は、ベース１２２と別体として構成されてもよい。また、実施
の形態では収容部５０がベース１２２の一部である場合、すなわち収容部５０が洗面ボウ
ル１０２より上方に洗面ボウル１０２から離間して設けられる場合について説明したが、
これに限られず、収容部５０は、ミラーキャビネット１０４内やベースキャビネット１０
５内すなわち洗面台１０１の下方に設けられてもよい。
【００６１】
（変形例２）
　実施の形態では、収容部５０の底部５１の後端側に、底部５１を上下に貫通する細長い
４つの貫通孔５１ａが設けられる場合について説明したが、これに限られない。貫通孔５
１ａは、後端側に代えてまたは後端側に加えて、他の部分に設けられてもよい。例えば、
底部５１の全体に均等に貫通孔５１ａが形成されてもよい。また、貫通孔５１ａの形状は
任意でよい。また、貫通孔５１ａの数は任意でよい。
【００６２】
　また、収容部５０には、貫通孔５１ａに代えてまたは貫通孔５１ａに加えて、収容部５
０の内外を連通する通路であって屈曲部または／および湾曲部を含む通路が設けられても
よい。この場合、収容部５０に浸入した水はこの通路から排水される。
【００６３】
（変形例３）
　実施の形態では、収容部５０の底部５１に貫通孔５１ａが設けられる場合について説明
したが、これに限られない。貫通孔は収容部５０の内外を連通し、制御ユニット１１４が
浸水するのを抑止しうるよう設けられればよい。
【００６４】
　例えば、貫通孔５１ａは、底部５１と周壁５２とに跨るよう設けられてもよい。すなわ
ち、貫通孔５１ａは、底部５１に設けられる部分と周壁５２に設けられる部分とを含んで
いてもよい。
【００６５】
　また例えば、周壁５２に貫通孔が設けられる構成も可能である。この場合、貫通孔は、
制御ユニット１１４の支持容器１３６の上縁より下方に位置する部分を含んでいればよい
。なお、制御ユニット１１４が支持容器１３６を有しない構成も可能であり、この場合、
制御回路と電源回路とが実装された基板１３０が収容部５０に直接収容される。この場合
、貫通孔は、制御ユニット１１４よりも下方に位置する部分を含んでいればよい。
【００６６】
　これらの場合、たとえ収容部５０内に水が入っても、制御ユニット１１４の基板１３０
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、制御回路１３２または電源回路１３４が浸水する前に、貫通孔から収容部５０の外に排
水される。
【００６７】
（変形例４）
　実施の形態では、収容部５０の貫通孔が、平面視でバックガード１０６の前面１０６ａ
と重なるよう設けられる場合について説明したが、これに限られない。収容部５０の貫通
孔は、平面視で洗面ボウル１０２と重なるよう設けられてもよい。別の言い方をすると、
収容部５０の貫通孔は、洗面ボウル１０２の鉛直上方に設けられてもよい。この場合、収
容部５０の貫通孔からの排水は洗面ボウル１０２に落ち、貫通孔からの排水でカウンター
１０３等が濡れてしまうのを抑止できる。
【００６８】
（変形例５）
　実施の形態では、底部５１の上面５１ｂには、上側に突出する複数の突出部５１ｃが設
けられる場合について説明したが、これに限られない。底部５１の上面５１ｂに、貫通孔
５１ａに向かって前後方向に延びる溝が設けられてもよい。この場合、この溝が水路６４
として機能する。
【００６９】
　また、制御ユニット１１４の支持容器１３６と収容部５０の周壁５２との間に隙間が存
在する場合、底部５１が突出部も溝も有しない構成も可能である。この場合、支持容器１
３６と周壁５２との隙間が、水路６４として機能する。
【００７０】
（変形例６）
　実施の形態では、吐水ヘッド１２がヘッドホルダー２０に対して着脱可能である場合に
ついて説明したが、これに限られない。吐水ヘッド１２は、ヘッドホルダー２０に着脱で
きないよう固定されてもよい。あるいは、水栓装置１０がヘッドホルダー２０を有しない
で、吐水ヘッド１２がベース１２２（例えば底板部１２５）に着脱できないよう固定され
てもよい。
【００７１】
（変形例７）
　実施の形態では、ベース１２２がミラーキャビネット１０４およびバックガード１０６
に固定される場合について説明したが、これに限られない。ベース１２２は、ミラーキャ
ビネット１０４だけに固定されても、バックガード１０６だけに固定されてもよい。
【００７２】
　以上、本発明をいくつかの実施の形態をもとに説明した。これらの実施の形態は例示で
あり、いろいろな変形および変更が本発明の特許請求範囲内で可能なこと、またそうした
変形例および変更も本発明の特許請求の範囲にあることは当業者に理解されるところであ
る。従って、本明細書での記述および図面は限定的ではなく例証的に扱われるべきもので
ある。
【００７３】
　以上の記載から、下記の発明が認識される。
　本発明のある態様の水栓装置は、吐水ヘッドと、吐水ヘッドへの給水路を開閉する電気
駆動弁を制御する制御ユニットと、制御ユニットを収容する収容部と、を備える。収容部
には、当該収容部の内外を連通する通路が設けられている。この態様によると、収容部に
水が浸入しても通路から排水されるため、制御ユニットが浸水するのを抑止できる。
【００７４】
　通路は、貫通孔であってもよい。
【００７５】
　制御ユニットは、電気駆動弁を制御する回路が実装された基板を収容する容器を含んで
もよい。通路は、容器の上縁より下方に設けられる部分を含んでもよい。
【００７６】



(12) JP 2017-128954 A 2017.7.27

10

20

　通路は、制御ユニットより下方に設けられる部分を含んでもよい。
【００７７】
　通路は、収容部の底部に設けられる部分を含んでもよい。
【００７８】
　これらの場合、収容部に水が浸入しても制御ユニットが浸水する前に通路から排水され
るため、制御ユニットが浸水するのをより一層抑止できる。
【００７９】
　底部の上面は、通路に近づくほど下がっていてもよい。
【００８０】
　底部には、通路に通じる水路が設けられていてもよい。
【００８１】
　これらの場合、収容部に浸入した水は通路に向かって流れ、通路から排水されるため、
制御ユニットが浸水するのをより一層抑止できる。
【００８２】
　水栓装置と、水栓装置の吐水ヘッドから吐水される水を受けるための洗面ボウルと、洗
面ボウルから上方に立設されるバックガードと、を備えてもよい。水栓装置の収容部の通
路は、洗面ボウルの後方において、平面視でバックガードの前面と重なるよう設けられて
もよい。この場合、収容部の通路からの排水は、バックガードを伝って洗面ボウルに流れ
る。
【００８３】
　水栓装置と、水栓装置の吐水ヘッドから吐水される水を受けるための洗面ボウルと、を
備えてもよい。水栓装置の収容部の通路は、洗面ボウルの鉛直上方に設けられてもよい。
この場合、収容部からの排水は洗面ボウルに落ちる。
【符号の説明】
【００８４】
　１０　水栓装置、　１２　吐水ヘッド、　５０　収容部、　５１　底部、　５１ａ　貫
通孔、　１００　洗面化粧台、　１２０　電気駆動弁、　１２２　ベース、　１１４　制
御ユニット、　１０１　洗面台、　１０２　洗面ボウル、　１０４　ミラーキャビネット
。
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